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               審   査   の   要   旨 
  
本論文の著者は、任意の目的タンパク質を普遍的に不溶化し、簡便に精製することが可能な
新規の不溶性タグ INSOL-tag を開発し、網羅的解析のためのプロテインアレイを作製した。
さらにそれを応用して、癌抗原群を搭載したアレイを作製し、癌ワクチン療法を受けた患者の
自己抗体反応の検出に成功した。タンパク質の網羅的解析は、基礎・応用を問わず生物学のあ
らゆる分野でその重要性が高まっている基盤技術である。著者が、網羅的解析の規模に大きく
影響するタンパク質の網羅的精製法を検討し、不溶化によってこれまでよりも遥かに多くのタ
ンパク質を精製してアレイ化することに成功した点は、生物学における大きな貢献であり高く
評価できる。この技術を用いて、実際に癌ワクチン投与患者の抗原拡散の存在を実証できた意
義も大きい。 
令和２年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び学力の確認を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行っ
た。その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
